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Juhaの笑話について
　　　●
竹 田 新
On　the　Anecdotes　of　Juha
Shin　TAKEDA
　　　　Juha，　k総own　as　the　principal　char．acter　of　comic　stories　in　the　Arab　world，
has　been　someti鵜es　co総fused　or照ixed　up　with　Nasreddin　Hoca，　the　th重rteenth
century　hero　of　the　Turk呈sh　anecdotes．　Considered　t◎have　been　the斑an臓a搬ed
Abu’1－Ghus疑，　who　l重ved　in　the　f量rst　half　of　the　eigh£h　century，　Juha　actually
ante（1ates｝玉oca　in　his　apPearance　in　Arabic　literary　works．
　　　　」曲a’sanecdotes　i轟the　Arabic　works　before　the　thirteeath　century　may　be
c隻assified　into　three　groups　：（1）the　stor重es　of　a　stupid　man，（至至＞the　stories　of　a
clever　man，　and（III）the　storles　of　a　ma益pretending　stup1di£y．　Most　of　the　anec－
dotes　belong　to　group（1），　i難which　Juha　is　characteristically　made　a　fool　of　by
the　com穎o陰peoPle，　and　so刀ae　of　these　share　themes　w童th　si顯ilar　st◎rles　fou鷺d　i龍
Japa陰and　other　non－Arab　cou繊tr圭es．1ほthe　stor三es　of　gro疑ps（1王）and（III），　though
s茎nalhn轟u登1ber，　Juha　is　dep圭cted　as　a　court　lester，　always　i磁pressi轟g　the　men　in
POWer　wit｝1　hiS　wit　and　i就e1璽eCt．　FUrther搬Ore　we　a1SO　f童nd　JUha　playing　t｝1e　rOle
of　a　cadi　or　paraslte　in“Juha’s　stories”in　the　same　perlod，　but£hey　are　obvious＿
ly　baSed　On　CharaCterS　Other　than　JUha　himSelf．
　　　　In　thiS　Way，　JUha，童nVOIVi厳g　aS　he　dOeS　qUi£e　a　feW　CharaCterS，　aCtS　the　SO－
called“trickster”or“fool”，　and　has　beco蒲e　the　panacea　for　the　Arab　peoPle
whenever　they　are　depressed　or　meRtal玉y　exhausted．
（1）
　　アラブ入，中でもエジプト入は小話・ジョークが大好きであるが，その主人公としてjuha（一般
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●
にjoha，エジプトではGoha）が頻繁に登場する。ところが，現在，活字となって広まっている∫uh
　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
aの笑話の多くは，トルコ起源のNasreddin　Hocaと結びついた，いわゆるNasreddin物語のアラビ
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　　　　　　1）
ア語訳である。
　そこで，本稿では13世紀と書われるNasreddinの登場以前のアラビア語文献により，本来の3uha
の笑話とはいかなるものなのかを主に探ってみたい。
（豆）
　預欝者Muhammad（632年没）は譜謹を好み，ある老女に「天国には年老いた女人は入れない。」
と薔い，彼女が泣くと，彼は笑って，「「我らはこの乙女たちを造り，処女にしておいた。かわいい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2＞
同じ年頃の。』（即ち，天国では老女は存在しない）という神の御書葉を聞いたことがないのか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
と言ったという話などが伝えられているが，アラブ人が古来，笑いの才に溢れ，譜諺を愛してい
たことは，現存する数多くのアラビア語文献の中から，はっきりと読み取れる。
　神学者や神秘主義者の中には，いかなる笑いも晶位がないと，極端な場合は罪深いものと見倣す
者もいるようだが，少なくともイスラーム暦1～4世紀（7～10世紀）には，こうした意見は人々
　　　　　　　　　　　　　4＞
に殆ど受け入れられなかった。
　アラビア語文献の中でも，特にadab（教養文学）関係の書物は多数のnawadir（小話，文字逓り
は「奇談」）・fukahat（笑話）を含み，これらなしにはadab書霞体が成り立たないと蕎い得る。例
えば，al％hiz（869年没）のK．　al－BayaR　xva－’t－Tabyin「説明と証明」やK．　al－Bukhala’「けちんぼど
も」，lbn　Qutayba（889年没）のK．‘UyGn　al－Akhbar「話の泉」，　al－Bayhaql（932年以後没）のK．　al－
Mahasin　wa－’i－Masawl「美と醜」，王bガAbd　Rabbih（940年没）のK．　al－lqd　al－Farid「無類の首飾り」，
Abu’1－Faraj　al－lsfahanr（967年没〉のK．　al・Aghanl「歌の書」といった著名なadab書も，多数の笑話・
小話を取り入れている。
　そして，Ibn　aR－Nadlm（995年没）のK．　al－Fihrist「冒録書」によると，イスラーム暦護世紀には，
al－Ghadiri（8世紀活躍），　Abu’s－S議’ib　al・Makhzamd　8姓紀活躍），　Hibbat　Allah（888年没〉など19
人のbattal（おどけ者）の各々に関する書や，　Juh9，　IbR　al－D・4awsill（850年没）など9人（うち2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5｝
入は，おどけ者と重復）のmughaffal（間抜け）の各々の小話集が世に出ていたようだ。
　以後も，at－Tanttkhl（994年没）のKal－Faraj　ba‘da’sh－Shidda「苦しみの後の嚢び」とK．　Jami‘
a乞．Taw諏kh「歴史集成」，　a1－Husrl（1022年没）のKJa斑‘a掃awahir　fi’1－Mulah　wa－’n－Nawadir「笑
話と小話とに関する宝石集成」，AbttHayyAn　at－Tawhid1（1023年没）のK．　al－lmta‘　wa－’1－Mtt’anasa「享
楽と親交」，ai－Abi（1030年没）のKNathr　adgurar　fi’1－Mllhadarat「談話に闘するばら散かれた真
珠」，ath．Tha‘21ibl（1037年没）のK．　Ghurar　aR－Nawadir「小話の真髄」，　al－Khatあal・Ba帥甑di（1◎71
奪没）のKat－Tatfll　wa－Hik註顕t　aしTufayl1y沁wa－Akhbar－httm　wa贋awadir　Kalall？．huni　wa－As晦r－
hlinl　「ただ食いと，食客達の話……」，　ar－R3ghib　al，王sfah3ni（1108年没〉のK．漁嫉da蹴alむdめぎ
wa．Muhadarat　ash－Shu‘ara’wa－’1－Bulagha’「文人達の談話と詩人達・弁論家達の談話」など，笑話・
小話を含む作品は次々と著されていく。
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　しかし，次第に古人の奇言・奇行は忘れ去られ，或いは罰人の話となっていく。例えば，Ibn
Baba（1108年以後没）のK　Ra’s　Mal　an－Nadim「飲み仲間の資本」には，小話の持ち主として，　Ibn
Abi‘A駒（8世紀前半没），　Ash‘ab（77i年没？〉，　Juha，　Abtt’1－‘Ayna’（896年没），　Abu’1．‘lbar（864
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）年没），Abu’1．‘Anbas（888年没），　Ibn　al－jassas（928年没）という名の通った7人が列挙されている
カ・t，、1．Fih，i、tの挙げた9人（或・・は26人）踵なるのは，　J。h、ただ1人である。7＞因に，、1．Fih，i、、
以前のadab書から記され続けているのは，　Hamza　b．　Bayd（738年没），　Muzabbid　al・Madani（758年
没），al．A‘mask（765年頃没），　Ash‘ab，　A樋Dul巨ma（776年or　786年没），　A痴Nuwas（814年頃没），
　　　　　　　　　　　　　　8＞
Abu’1－‘Ayna’などの小話である。
　では，何ゆえ笑話が愛され，盛んに記されたのであろうか。KAkhbar　az－Zlraf　wa一雪茎Mutamajlnln
「機知に富む者達やからかい合う者達の情報j，K．〔Akhbar）al－Adhkiya’「賢い者達〔の情報〕」な
ども著したlbn　al－Jawzi（1200年没）1ま，その著K．　Akhbar　al－Hamqa　wa－’1－Mughaffalin「愚か者達と
間抜け達の情報」において，笑話を集録する理由を3つ挙げている，第1：理性ある者は愚か者と
間抜けの話を聞き，自分の恵まれた天賦を知って神に感謝する，第2：注意深い者は間抜け（不注
意な者）の叙述を霞分に対する教訓とする，第3：人はこうした不運な者の行為を見，自分の心に
　　　　　　　　　　　　9）
くつろぎを与える，である。また，Ibn‘Abd　Rabbihは前掲書において，笑話は魂の散策心の春，
聴の牧場，休息の鵡所，喜の鉱由で，預言者M曲a磁瓢adも「時に応じて気晴らしをせよ。精神は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）　°
疲れると盲目になる。」と欝った，と述べる。
（田）
　Juhaについて，現存する文献での最古の雷及は，　aUahizのRisala　fi　’1・Kal〈amayR「爾審判者に関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ1｝
する書簡」とK．al－Qawl　fi’1－Bighal「騨馬に関する言」であろう。　繭者はJuhaを愚行で膚名な者
達の1人に数え，後者はAbu’1－Hasan〔al－Mada’inl（840年頃没）？〕から借爾した話として，　Juha
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12｝
が或るHims（在シリア）の人に予想外の機知に富む鷺い返しを行なったことを記す。即ち，　Juha
が人並み外れた優劣の両薦性を持つ入物として挙がっている。そして，前述の通り，Ibn　an－Nadim
の頃には，概にJuhaの奇妙な言行を集めた書物が世に出園っていたようだ。
　また，al－jawharl（1010年以前没）のK．　Taj　al－Lugha　wa－Sihah　al－‘Arabiya「雷語の冠とアラビァ
語の正則」には，Juhaのkunya（子連れ名）がAbu’1－Ghusnであることが，　al・Husrτの前掲書には，
Juhaの死去をAbu’1－‘lbar（864年没）が指輪に銘記したことが，　at－Tawhldiの前掲書には，3uhaが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
需葉巧みにAbtt　Muslim（755年没）から金子をせしめた話が，それぞれ記されている。更に，　al．
Ablの繭掲書には，後述する，馬鹿を装った」曲aとA撫Muslim，或いは機知に富むluhaとal－
Ma腋（アッバース朝3代カリフ，785年没）との話などに擁えて，　al諏hizが語ったとして，　juha
は霞名をN曲，kunyaをAbu’1－Ghusnと霧い，100歳を越えて，　a1－Mans肛（アッバース朝2代カリフ，
775年没）の治盤まで生き，al－Kafa（在イラーク）に住んでいたこと，‘Umar　b．　Abi　Rabi‘a（712年没）
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　　き　み
が「貴女，我が心を惑わせ，もて遊べば，我，狂おしく，Juhaの如くなりにけり。」という詩を詠
　　　　　　　　　　　　14＞
んだことが記載されている。
　次いで，al－Maydani（1124年没）は，その著　K．　Majma‘　al・Amthal「ことわざ集成」において，“Ju
haよりも愚かな”という諺の下に，　JuhaはFazara族（アラブの部族）出身で，　Abu’1－Ghusnという
kunyaを持つと紹介し，　Juhaの愚かさを示すとする，‘董sa　b．　Mttsa（783年没）などとの後述する3
　　　　　　　15＞　　　　　　　　・
話を挙げている。　ところが，Ibn　alJawzlになると，そのK．　Akhbar　a1－Hamqa　wa－’1－Mughaffalinに
おいて，Juhaの話は大部分が問抜けを示しているが，賢い者としての話もあると注意を促し，　Mak－
ki　b．　Ibrahim（830年頃没）が語ったとして，　Juhaは賢く機知に富む人物で，隣人達が彼をからかっ
て馬鹿話をでっち上げたという説を紹介し，まずはlsm謡b．　Abl　Khalid（763年没）の家をめぐる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）
賢いJuhaの話を挙げ，以下に間抜けな」曲aの話を記していく。
　このように，Juhaは馬鹿かと思えば，賢いとも言われ，　alJahlzの箇駈で述べたように，　Juhaが
～概に愚か者では納まらない面を持っていたことは疑いがない。そして，その原型となった人物は，
Abu’IGhusnという設unyaを持ち，〔自名はNGhで，　Fazara族に属し（AbuTGhusn　Nah　al－Fazari）　，〕
ai－Kロfaに，8世紀中頃まで生きていたと言えよう。
　園に，Nasreddin薮oca登場以後の，　Ibn　Shakir　al－Kutubi（1363年没）のK．‘UyGn　at－Tawarlkh「歴
史の泉」や，ad－Damiri（1405年没）のK．　Hayat　al－Rayawan　al－Kubra「動物の偉大な生活」，　al．
Flrazabadl（1414年没）のK．　al－QamGs　al－rV｛uhrt　「言？ff」などには，　Dttjayn　b．　Thabltと雪う人物（al－Ba
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l7｝
sraの人？，777年没？）もJuhaと呼ばれたことが挙がっている。
（lv）
　Juhaに帰せられる笑誕を，13世紀以前のアラビア語作晶から拾ってみる。
　1．Aba　Muslim　al－Khurasaniがal－‘lraqに来た時のこと，　JuhaはYaqtin　b．　A・irtsaに，
「Aba　Muslim閣下にお冒にかかりたいのじゃが。」
と言っておいた。そこで，YaqtMはJuhaを呼んで言った。
「Abo　Muslまm閣下をお訪ねする準備をしておきなさい。」
　翌日になり，AbR　Muslimが座についた時，　Yaqtlnは3uhaのところに人を遣わし，彼を呼んだ。
JuhaがAbtt　Muslimのところに通されると，　AbU　Muslimが座の前列に，　Yaqtinがその横にいたの
だが，Juh3は挨拶をすると雷った。
「Yaqtln殿，お二方のうち，どちらがAb且M雛sli騰閣下なので御座りますのじゃ。」
　Abtt　Muslimは噴き出して口に手を当てたが，それまでAbit　Muslimが笑うのを誰も見たことがな
　　　　　18＞
かったのだ。
　1’．Aba　Mttslimがal－Kafaに来た時，まわりの者に雷った。
「お前達の中でjuhaを知っている者がおるなら，私のところに呼んで来てくれe」
32
学報第72－3暑
　すると，YaqtTnが，
「私が存じております。」
と言って，Juhaを呼んで来た。
　Juhaが入って来ると，部燈の中にはAba　Musll孤とYaqtInしかいなかったのに雷った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三9＞
「Yaqtinさん，お前さん方のうち，どっちがAbG　Muslimさんかね。3
　2．al－MahdfがJuhaをからかってやろうと思い，　Juhaのために革の敷物と刀を持って来させた。
Juhaがその敷物に座らされ，首切り人がJuhaの首元に立って，刀を振った時，　Juhaは首切り人の
方に顔を上げて言った。
「吸玉で血を抜いたんだから，そこんとこに刀を降ろさないように気をつけてくれよ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2G）
　al－Mahdiは笑って，　Juhaに許しを与えた。
　3．ある日，市場の中を走っているjuhaを見て，人々が言った。
「どうしたんだい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）
「主人が難を染めている女奴隷は通らなかったかい。」
　4．ある日，Juhaがjami‘（会衆モスク）の門のところを通りかかって需った。
fこのお屋敷はどなたのもんですか。」
　人々が答えた。
「これはjami‘のモスクですよ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22）
「J2mi‘さんにアッラーのお恵みを！モスクを建てなさるとはご立派なことですなあ。」
　5．ある日，Juhaは着物に香を焚き染めていたが，着物に火がついてしまったので零った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）
「これからは絶対に裸でしか香を焚かないそ。」
　6．「月は何と美しいんだろう。」
と或る人が雷うのを聞いて，Juhaが雷った。
　　　　　　　　　　　　　　’　　24）
「いや，全く。特に夜はいいねえ。」
　7．Juhaが袖の中に桃を幾つか入れて，人々のそばを通りかかると，言った。
「俺の袖の中に侮が入ってるか雷い当てた者には，一番大きな桃をやるぜ。」
「桃だ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25＞
「お前達に教えやがったんは売女の息子に違いねえ。くそ一。」
　8．3uhaがal－Kafaの山手で，ある場所を堀っていると，’lsa　b．　Masa　al－Kashimiが通りかかって
言った。
「Abu’IGhusnよ，どうしたのかね。」
「実はこの砂漢にお金を埋めたんですが，その場所に行き当たらないんです。」
「何か鑓印を付けておけば良かったのに。」
「そうしたんですが。」
「何をB印にしたのかね。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）
「雲の下だったんですが，その印がわからないんです。」
　9．　Juhaカミ，
「お前の顔はどうして長いんだい。」
と言われた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）
「夏に生まれたもんでね。もし冬が来なかったら，俺の顔は溶けちまってたろうな。」
　10．Juhaの家で小麦粉をこねていた。彼は〔パンを焼くため1薪を求められると，言った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28＞
「薪はないんだ。fatfr（パン種なしのパン）にしてくれ。」
　ll．　juhaが村へ磁かけようとしたところ，言われた。
「御無事で（アッラーがお供下さりますように）！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29）
「そう言われるほど遠い所じゃないんですがね。」
　12．Juhaは母親が亡くなると，泣きながら雷い始めた。
「お袋にアッラーのお恵みを！お袋の〔施しの〕門（隠意：陰門）はいつも開かれ，お袋の持ち物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30＞
（隠意：内体）はいつも惜しみなく使われてたんだから。1
　13．Juhaの叔母が亡くなった。そこで，人々は雷った。
「行って，叔母さんに塗る香を買っておいで。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　31）
「葬式に間に合わなくならないかなあ。」
　14．Juhaの父親のアビシニア人女奴隷が死んだ。そこで，父親はその女の経かたびらを買わせに，
JuhAを市場へ遣った。ところが，なかなか戻って来ないので，父親は珊の考を遣り，経かたびらを
買って来させ，葬儀を無事に済ませた。∫uhaは葬儀が済んだ後に戻って来て，墓の問を走りながら
藷った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32）
「俺が経かたびらを持ってるアビシニア女の葬式を見なかったかい。」
　15．　Juha　lま，
「計算を翌ったかい。」
と言われた。
「ああ，わからないものはないぜ。」
「じゃあ，4・dirham（銀貨）を3人に分けてくれないか。」
「2人が2　dirhamずつとって，3人冒はなしだ。あと2dirha孤できるまで我漫しな。それをもら
　　　　　　　　　　　　33＞
えば岡じになるんだから。」
　16．ある日，3uhaの雌騨馬が暴れ，彼は思わぬ方向へ達れて行かれた。友達がこれを見て，言っ
た。
「おい，Abu’1－Ghusa，どこへ行くんだい。1
　　　　　　　　　も4）
「螺馬の用事だよ。」
　17．市場へ水がめを売りに行くと，人々が雷った。
「これは穴があいているぞ’。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35）
「この穴からは何も漏れないよ。お袋が綿を入れてたけど，何も漏れなかったんだから。」
　18．ある日，知haが瓶を持って川の水を汲みに行ったところ，瓶が手から落ちて，　Hlの中に沈ん
でしまった。彼が甥岸にじっと座っていると，友達が通りかかって尋ねた。
「どうして，ここに座ってるんだい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36）「瓶が沈んだんで，膨れて浮かび上がってくるのを待ってるんだ。」
　19．ある日，Juhaが肉を買ったが，鷲がその肉を匿がけて降りて来て，奪って飛んで行ってしまっ
た。彼はその鷲を見ながら書った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37＞
「哀れな奴め。どこから辛子を取って来て食うんだ。」
　20．juhaの母親が結婚式へ出かける際，彼を家に残し，
「戸の番をするんだよg」
と雷っておいた。彼は昼まで座っていたが，母親の帰りが遅いので，立ち上がり，戸を外して背負
い，母親のところまで行った。母親はそれを見るや，言った。
「どうしたんだね。j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38）
「おっ母さんが戸の番をしろと欝ったから，ほら，この通り，しっかり番をしているんだよ。」
　21．Juhaのうちには‘Umayyaと言う名の女奴隷がいたが，ある日，彼の母親がその女奴隷をぶっ
た。女奴隷が叫び声を上げたので，近所の者達が戸口のところに集まって来た。そこで，juhaは出
て行って言った。
「何でもないんだ。お袋が‘Umayyaを鞭でぶっている（陰意：自慰行為をしている〉だけなんだか
　　39）
ら。」
　22．あるm，Juhaが家に入ると，父親の女奴隷が眠っていた。そこで，彼女に寄り掛かったとこ
ろ，女は気が付いて言った。
「あんたは誰なの。」
　　　　　　　　　　　　40）
「静かに！俺の親父だよ。」
　23。Juhaの怪我が治った時，言われた。
「何をつけて治ったんだい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41）
「“ 両親血”（正しくは“兄剃血”瑚ち，麟麟甑）さ。」
　24．Juhaが庭園に入ったところ，着物が木に引っ掛かった。そこで，振り返って言った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42）
「お前が畜生でなかったら，鼻をへし折ってやるところなんだが。」
　25．ある日，Juhaが沈んだ顔をしていたので，霧われた。
「どうしたんだい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43＞
「お袋が膣根から落ちてmadhakir（男根，　manakhir「鼻」の言い誤り）を打ったんだよ。」
　26．Juhaの家にいちじくの木があった。その家は母親の所有であった。父親が人々を招いたとこ
ろ，皆が酔って，庭で小便をし始めた。そこで，J曲aは母親に言った。
「おっ母さん，この人達はおっ母さんのいちじくの木（隠意：肛門）の根元におしっこをかけてる
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　　44）
よ。」
　27．ある日，Juhaは未だ暗いうちに家を出たところ，家の廊丁で死人につまついた。怖くなって，
死体を家の井戸に引き摺って行き，その中に投げ込んだ。ところが，父親がそれに気づき，死体を
引き上げて隠し，雄羊を締めて殺し，井戸に投げ込んだ。一方，死人の家族はal－Kafaの道々を巡っ
ては，その者を捜していた。juhaは彼らに出くわすと，雷った。
「うちに殺された人がいるから，その人かどうか見てごらんよ。」
　それで，彼らはJu醸の家へ寄り，彼を井戸に降ろした。　Juhaは雄藁を見ると，叫んで言った。
「お一い，その人には角があったかい。」
　　　　　　　　　　　　　　　45＞
　彼らは笑って，行ってしまった。
　28．‘Abbad　b、　Sultaybが語った話である。
　私はIsma‘il　b．　Kh21id殿の話を聞くためにal－Kafaに着きました。老人が座っているそばを通りか
かったので尋ねました。
「御老人，1sma‘至l　b．　Khalidさんのお宅へはどう行けばよろしいのでしょう。」
「お前さんのwarざ（通常の意味「後ろ」）じゃ。」
「後戻りするのですか。」
「お前さんのwara’と言ったのに後戻りするのかね。」
「私のwara’のは後ろのことではないのですか。」
「いいや。」
　そして需うのです。
「‘Akramaがlbn　‘Abbasから聞いて語ったことじゃが，脇の人達のwara’に〔あらゆる舟を力ず
くで取り上げる王が〕いた。sとは，即ち彼らの手前にはということじゃ。」
「御老人，あなた様は一体どなたですか。」
　　　　　　　　　　46＞
「わしはJuhaじゃよ。j
　29．Abu’1・Hasanによる話である。
　ある人がJuhaに言った。
「お前の家から叫び声が聞こえたんだが。」
「俺の肌着が落ちたんだよ。」
「肌着が落ちたくらいでか。1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47）「馬鹿，俺が着ていたら，俺も一緒に落ちていたところなんだぞ。」
　3G．　juhaの隣の人が亡くなったので，3uhaは墓掘り人のところへ遣らされた。ところが，掘り賃
のことで2人は口喧嘩になったため，Jtthaは市場へ行き，2　dirhamで板切れを買って帰って来た。
彼はその板切れについて聞かれるや，言った。
「あの墓掘りは5dirha孤以下では掘らないと雷うんで，俺が2　dirhamでこの板切れを買って来た
んだ。隣の人をこれに縛りつけたら，3dirha王n浮くし，隣の人も墓の霊みや，　MunkarとNakτrの
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　　　　　　　　　　　　　　　48）
尋問から解放されるというもんさ。」
　31．∫uhaの父親の家の戸口に，崩れた土塊が溜っていた。そこで，父親が言った。
「近所の人達がこの土の山を捨てうと，やいのやいの覆うんで，何とかしなきゃならないんだが，
煉瓦を作れる土でもなし，どうしたらいいかわからないんだがね。」
　すると，Juhaは言った。
「これしきのことがわからないようじゃ，どうしようもないよ。」
「どうしたらいいか教えておくれ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49）
「井戸を幾つか掘って，そこに埋めたらいいんだ。」
　32．ある日，Juhaは小麦粉を買い，それを人央に運ばせたところ，その男は小麦粉を持ったまま
逃げてしまった。何日か後，Juhaはその男を冤かけるや，隠れたので，言われた。
「どうして，そんなことをするんだい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5⑪〉
「あいっが運び賃を請求しないかと思ってね。」
　33．Juhaの父親が彼を，丸焼きにした羊の頭を買いに行かせた。　Juhaは頭を買うと，道端に座り
こんで，革の目と耳と舌と頭皮を食べてしまい，残りを父親のところに持って帰った。父親が言っ
た。
「こら，これは何だ。」
「これは父さんに頼まれた羊だよ。」
「目はどこだ。」
「こいつは盲だったんだよ。」
「じゃあ，耳は。」
「こいつは聾だったんだよ。」
「舌は。」
「こいつは唖だったんだよ。」
「頭の皮は。j
「こいつは禿頭だったんだよ。」
「こら，これを返して，代わりのをもらって来い。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　51＞
「片輪だからこそ売ってくれたんだよ。」
　34．ある人がJuhaに書った。
「お前さんは指で計算が上手にできるかね。」
「うん。」
　　　　　　　　　　　　　　　、その人が，
「小麦2　jarib。J
と言うと，∫uhaは小指と薬指を折り曲げた。
「大麦2　jarib。」
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と雷うと，Juhaは人差し指と親指を折り，中指を立てた。
　その人は言った。
「どうして中指を立てたんだね。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52）
「小麦と大麦が混ざらないようにするためだよ。」
　35．Juhaの父親がある時メッカMakkaに巡礼に畠かけたのだが，その見送りに際して舞haは言っ
た。
「あんまり長く家を空けないようにしておくれよ。巡礼のお祭り（犠犠祭）には，羊があるから，
　　　　　　　　　　　　　　　53）
うちにいるようにしておくれよ。」
（V）
　以上の話をモティーフ別に分けて検討する。
　（1＞愚者識（第3，4，5，6，7，8，9，10，ll，12，13，14，17，18，19，20，21，23，24，
25，　26，　27，　29，　30，　31，　32，　34，　35話）
　その大半が家庭・近所・往来・市場・モスクといった都市庶畏の日常生活の場を舞台に，3uhaと
彼ら庶蔑との問に生起する話であり，juh2が彼らに笑われる筋書きになっている。
　これは，庶民がそのH常生活の中から，本来のJuhaの愚か話を利用して，それらに榔色を撫え
たり，或いはJuhaの名の下に，薪たに禽胸出した話が多いことを窺わせる。そして，　Jtthaを霞分
達よりも劣った存在に据え，言わばスケープ・ゴートにして，彼を笑い下すことにより，B常のフ
ラストレーションの解消を図っている，更に欝えば，被支配者としての現実の憂さを晴らしている
のではなかろうか。即ち，Juhaの愚か話は，彼らの溜って増大したエントロピーを発散させる季段
であり，彼らの現実の代償作用を果たしていると需えよう。
　尤も，Juhaの方から兇るならば，自らの才能によって人々を笑わせることに成功を収めた，優れ
たエンターテイナー・道化と雷うことができ，彼はこわばった秩序・B常に混沌・非B常を導入し
て，日常に薪たなる活力を与えているのである。
　そして，S．　Thompsonの「いずれの国においても文盲の人々の問で語られる単純昔話は，愚か者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　541
とその愚行に関するものが驚くほど多い。」という書　を待つまでもなく，∫曲aに帰せられる小話
の罷倒酌多数も愚者謬であり，とかく名士・学者・詩入の逸話が多いadab書の中で，下々の養の
生活が描かれているのは注蕪すべきことと雷えよう。
　次に，個々の話に触れてみると，第8話は購類のモティーフが葭本～「雲の醗票」や「犬の欝標」
他一を始め，フィンランド，エストニア，ラトヴィア，イギリスなどに，第20話も，日本一「法事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55］
の使」や「一つ覚え」一を始め，スペイン，中圏，インド，インドネシア他に見られる。　また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56＞
第27話も，類似の話がフランス，ドイツ，スロヴェニア，インF他に見られる。
　これに対して，葬儀の話がff立つが，第4，5，11，12，13，14，30，35話はイスラーム，或い
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は当時のアラブの慣習と結びついた話であり，特に第13，30，35話などは，アラブ・イスラーム圏
以外では別に笑話にならないかも知れず，欝わば地域型の話である。ついでに触れると，第5話は
愚者謬に分類したが，香を着物に焚き染めることが，もしも一部の人だけの風留であった場合には，
彼らを皮肉るためにJuhaが語った話とも取れる。
　また，第12，21，25，26話はいわゆる艶笑談であるが，いずれも意昧の取り違い，書い間違いを
利用したもので，直接的な描穿はなく，娩醗的に表現されている。
　これら訳出した愚者謹のうち，第7，18，20，32話は殆どそのままの話が，第17，19，29，31話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57）
はよく似た謡が，それぞれNasreddln　Roca物語の中に見られ，　Nasreddinにアラブ起源の話が含
まれている可能性が強い。
　その他，訳幽しなかったが，13世紀以前のアラビア語作品にJuha以外の話として登場し，後に
Juha（更にはNasreddin）の話としても有名になったものには，自分の乗っている騒馬を数え忘れ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58）
降りた方が1頭増えると思い，歩いて行く話，駿馬がいなくなったのに，自分が乗っていなくて
　　　　　　　　　　　　　　　59）
よかったとアッラーに感謝する謡，縢馬とすり替わった舅に，呪いが解けて麟馬から人間に戻っ
　　　　　　　　　　　60）
たと言われ，信じ込む話　など，驕馬を題材にした話が多い。これは，駿馬が庶畏にとって最も身
近な動物の～つであり，彼らの交通・運搬手段であったことを考えれば，当然と言えようが，馬鹿
の代名詞たる騒馬とその上を行きそうなJuhaとの組み合わせは，笑いを一願誘うところがある。
　また，死者が何もない家へ運ばれると葬列の泣き女が言うのを聞き，そばの貧乏人に，お前のと
　　　　　　　6a＞
ころだと讐う話，家の半分だけ絹続したので，それを売って残りの半分を買い，家全体を所有し
　　　　　　62）
　　　　　　　割ろうとしたアーモンドが跳ねたので，「けもの」さえ死から逃れようとすると驚ようとする話，
　　　63）
〈話，兄弟とどちらが年長かと尋ねられ，自分が1歳だけ年上だから，来年は2人とも岡い年に
　　　　　　　64＞
なると答える話，　自分の証として身体に括り付けておいた南瓜を他人が付けたので，霞分がわか
　　　　　　65）
らなくなる話，大声を畠して走り，自分の声を遠くから聞こうとする（或いは，自分の声がどこ
　　　　　　　　　　　　　　66）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67）
まで届くかを知ろうとする）話，　　　　　　　　　　　　　　　尖塔の建て方を尋ねられ，井戸を逆さにするのだと答える話，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68）
足にとげが刺さったのに，薪しい靴を履いてなくてよかったとアッラーに感謝する話，生まれの
星宿を尋ねられ，子由羊の宮（摩掲宮）だったが，もう大きくなって雄由羊の宮になっていると答
　　　69｝
える話　なども，13世紀以前のアラビア語文献に現われ，Juha（及びNasreddin）の話としても知
られるようになったものである。
　なお，訳出した部分には父母との話も幾つか含まれ，子供としてのJuhaも登場しているが，後
世に作られた話になると，間抜けな彼を取り巻くキャラクターとして，顧固一徹な妻と，何にでも
口を出したがる息子が登場し，それに愚純で頑固な騒馬がJuhaの家族を構成するようになる。
　（2）賢者課（第2，15，16，28話）
　ここでは庶民・名士に対する話の他に，新たに第2話の権力者に対する話が登場してくる。J癒a
なる人物が宮廷道化として実在した可能性があると共に，現実には権力者に頭の上がらない庶昆が，
自分達の分身としてJuhaなる人物を創造し，彼が権力者よりも賢いところを見せる筋書きによっ
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て，日頃の劣等感を忘れ，淡い優越感に浸ろうとしたと考えることも可能ではなかろうか。
　また，第28話は‘Abbad以外が語った類似の話も持つが，共にIbn　alJawz冨（或いはMakkl　b．
Ibrahim）により，　Juhaの賢さを示す例として挙がっており，アラビア語によくある「対義語」を
活用し，教養人ならではの逸話である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7⑪）
　更に，第15，16話はNasreddin物語にも見られる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よく知られた話である。
　そして，13世紀以前のアラビア語作晶中に原型を持ち，次第にJuhaの謡としても定着していく
賢者謬では，まず名裁き手としてのjuh2が登場してくる。例えば，楽器を盗んだ被告に，原告側
の証人は酒屋と遊び人なので有効ではないと書われるや，法宮の∫uhaは酒場の楽器についてはこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71）
の2人よりも適した証人はいないと切り返す話　などである。
　これは，100歳以上の男でも若い女と結婚すれば子供ができるかと尋ねられ，2，30歳の男が隣に
　　　　　　　　　　　　　　72）
住んでいればできると答える話，　どこを向いて大浄すべきかと問われ，脱いだ服の方だと答える
　　73）
　　天井がきしんでいるのはアッラーを称えているのだと家主に書われ，天井がアッラーを畏れ謡，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74）
て平伏し（即ち，落ち）ないかと心配だと応じる話　などと共に，狡猜さを感じさせない巧智謬に
属すると言えよう。
　他方，S．　Thompsonは利口者の話に関して「最も人気のある小話と笑話の大部分は狡知に閣係し
　　　　　　　　　　　　　75＞
たものである。」と述べている　が，同じく13世紀以前のアラビア語作品から後量∫曲aに取り込ま
れた話の中には，物乞いを追い払ったり，ベドウィンから物を取り上げたりする，雷わばずる賢い
Juhaも見られる。例えば，物乞いが来たので，クルアーンや詩の～節を持ち鵡して言葉巧みに断わ
　゜76）
る話　や，砂漠で喉が渇き，ベドウィンから水袋を買った後，油っこい物を分け与えて，水が欲し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77）
くなったべドウィンに，同じ値段で1口だけ飲ませてやる話　などである。
　こうした話は都市の庶民が特に好むもので，彼らにとって物乞いとべドウィンは最も嫌うなり軽
蔑していた層であったようだ。
　また，アミールと共にした食事をまずいと書ったので吐かせられようとした時，〔吐いたら）誰
　　　　　　　　　　　　　　　　　78）
が夕食を保証してくれるのかと応じる話　のような対権力者謬を始め，付けでオリーブを買おうと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79）
した女性が期間を過ぎてから断食しているのを知り，彼女に売るのを断わる話，　いなくなった騒
馬が見つかれば1　dlnar（金貨〉で売ると誓い，見つかった時に，猫を100dlnarにして一緒に売ろ
　　　　　80）
うとする話，　　　　　　妻2人の各々に，他方には内緒だと言って首飾りを贈り，その2人が一緒の時，酋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　81）
飾りを贈った方をより愛していると言う話　なども，どちらかと言えば，狡知な謡に含まれよう。
　更には，13量紀以前のアラビア語作晶に源泉があると思われる知ha話に，「子を薩む鍋」の話と
して有名で，岡類のモティーフがルーマニア，セルボクUアチア，サロニカ，インド，インドネシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　821
アなどにも見られる（少くとも～部はNasreddinを通して広がった）話　や，逃げた被告の代わり
　　　　　　　　　　　　　　　83）
に法官をぶつ「罰のすり替え」の話　　　　　　　　　　　　　　　　などがある他，後世の舞始話には，巳本の「裸の泥棒」に
　　　84｝
似た話　や，B本の愚か村話にも一脈通ずる‘いなか者’ベドウィンに対する話もあるようだ。
　（3）偽愚者謳（第1，22，33話）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，賢者諜の場合と殆ど重なり合うこの分類は‘A．M． al－‘Aqqadの考えを活用したものである
牲格のJuhaが登場する謡であり，　S．　ThompsonのMo£if　lndexに従えば，賢者謬として一つに括ら
れることになろうか。
　第1話は宮廷道化的なJuhaの話で，彼がAbtt　Muslimを笑わそうと仕組んだ，知恵者ならではの
話だと思われるが，al－Maydaniはこれを第1’話のように紹介し，　juhaの愚かさを示す一例として
いる。
　また，第22，33話はいずれも，Juhaが馬鹿を装うことによって，窮地を切り抜けようとする，彼
のずる賢さを窺わせる話である。
　そして，13世紀以前のアラビア語作品中に現われ，後にJuha　Xに取り込まれていく話には，白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　86）　°
紙の手紙を携えて結婚式に入り込み，食事にありつく話　などの食客（伴食者）たるJuhaが登場
するものの他，家財を盗んだ泥棒の後を，残りの家財を持ってついて行き，お前の家に引っ越すん
　　　　　87＞
だという話，粗末な服を着て行って相手にされなかった宴会に，立派な服を着て行くと歓待され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88）
たので，自分の袖に料理を食べうと言う話，召使いに水がめを渡して殴り，割らないように先に
　　　　　　　　　　　　89）
折艦を加えたのだと言う話　など，よく知られたものがある。
　食客の話はけちんほ話と同様に，それだけで～冊の書をなすほど数多くあり，食客はいわゆる道
化として，形に嵌まった，常識に支配される社会生活の一種の潤活油のイ乍用を果たしていたと言え
よう。
　その他，前述のMakkl　b、　Ibrahimの言と関連するが，からかう者達に対して馬鹿者の振りをしな
　　　　　　　　　　　　90）
がら，彼らを打ち負かす話　も見られるようだ。
（w）
　Juhaの名はペルシア語世界にも伝わり，Minitchihrl（1041年以後没），Nasir－i・Khusraw（1061年没），
Adlb　Sabir（1144年没），　Anwari（119i年没）といったイランの詩人達には，　Juhlの名で知られて
いる。また，Jalalu’d－Dln　Ritmi（1273年没）もその神秘空義詩Ma毛haawl－i－Ma‘naw茎「精神的マスナビー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91＞
の中にjuhl，即ちjuhaの笑話を取り入れている、，
　そして，Rttmiはこの作品をアナトリアでの布教活動に利用しているので，　Juhaの物語がトルコ
人の間でも知られるようになったことは大いにありうる。丁度その頃，Nasreddinの笑話が登場し
てくるのだが，前述の通り，その一部はJuh2の笑話として既に知られていたものである。
　その他，3uhaは北アフリカのベルベルの間ではSHeha，ヌビアではJawha，マルタではJahan，
シチリア及びイタリアではGiufa或いはGiuccaの名で知られるようになった。
　ところが，このJuh2は人格が分裂しており，現実の一個人では収まりきらない存在である。彼
の笑謡が別人の逸話や全くの創作を含んでいる結果であるが，ある特定の人物のまわりに笑話が集
束していくことは，日本の吉四六話などを挙げるまでもなく，洋の東西を問わずに見られる現象で
41
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　　　　92＞
あろう。
　‘Abd　al－Hamld　Y疲nisは，このJuhaに冤られる賢さと潮笑こそアラブ民衆の性格の特微をよく表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93）
しており，Juhaを通して人々は悲翻が奮劇に変わり得ることを発冤するのだと言っている。　とに
かく，知haは露常生活の枠を気にかけず，自分の望むままに雷ったり行なったりする，いわゆるト
リックスタ～・道化であり，山口昌男氏の書葉を借りれば，Juhaは「世聞知なるものが，全く一時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94）
的な約束の上にしか成り立っていないことを示し，もっと深い知恵がありうることを示す。」ので
ある。
　なお，こうしたJtthaの原型となった人物は，実在・非実在とを問わず，8世紀のウマイヤ朝か
らアッバース朝への過渡期に生きたとされており，先の‘A．Yanisは，このことをJuhaの持つ移行
　　　　　　　　　　　　　　　95）
性及び変容性と関連づけている。
　そして，Juhaはその時以来，アラブ民衆と共に歩み，途申で彼と類似の性格を持つトルコ人Nas－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96＞　　　　　　　　　　　　　97）
reddin　Hocaと混ざり合いながら，イエーメンを除くアラブ世界　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の民衆の間で，笑い　　　　　　　　　　　を代表す
る人物として，現在でも生き続け，Juhaの笑話は日々に作り出されているのである。
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　～84頁），Lつ覚え」：集成330（前掲書，58～71頁）；他の国々については，嬉8話は謎26，第2◎話は融38の，　AT及び1　’fot、
　の箇所
56）註45のAT及びMot．の箇所
57）　第7話：護雅夫訳：ナスレッディン・ホジャ物語一トルコの知恵ぱなし一，平凡社，昭和40年，26翼灘汰恥at　Sha綴訳の
　前掲書（註り，no，402（p．　261）；第18話：護雅夫訳　5頁；第20話：護雅央訳　24Pt；Hikmat　Shar1ξ訳，　no．　248（pp．167－
　8）；第32護舌：護雅夫訳，　21頁；ffikmat　Sharif訳，　no．157　（p．98）；第17話：護雅夫訳，　24頁；｝玉ikmat　Sharif訳，　Ro．263　（1）．179＞；
　第19話：Hikmat　Sharlf訳，　no．．126（pp．80－1）；第29謡：護雅夫訳，207～208頁；Hik恥at　Sharlf訳，　no．118（p．75）；纂31謡：
　護雅夫訳，10頁
58）　c£Akhbar　al－Hamqtit　p．153；］uha：Farraj，　p．101；Nasreddin；護雅夫訳，249－250Pt；　Hikmat　Sharlf訳，　no．378〈pp．245－
　7）：AT　1287（p．385），Mot．　J　2031．2　（vol．　IV，　p．ユ70）
59）　cf．　Akhbar　al－Hamqa，　p．170；juha：Farraj，　p．77；Nasreddin二護雅央訳，2《2頁；Htk恥at　Sha縦訳，　no．130（pp．82－3＞；頴ot．
　J2561　（vol．　IV，　P．225）
60）　cf．　Akhbar　a田a血q益，　p．193；3uha：Farraj，　pp．59－60；Nasreddin：護雅夫訳，252～253頁；Hikmat　Sharlf訳，　no，84（p．58）；
　cf．　AT　1529　（p．437），MoむK403　（vol．　IV，　p，287）
61）　cf．　K．　al・Aghanl，　vol．　XV，　Beirut，1970，　p，37－8；Juha：Farraj，　p．98；Rasreddln：護雅夫訳，　114～ユ15貰；Mot，　j　2483　（vol．
　IV，　P．219＞
62）　cf．　Jam‘al・jawahir　（註13参照），　p．131；Akhbd”r　al－Hamq3，　p，172；Juh”a：Farr毒，　p．81；Nasreddin；謳≡雅央訳，56頁，｝likmat
　Shar冨f訳，　no．270　（p．184＞；Mot，」22王3．6　（voE．　IV，　p．194）
63）　c£jam’al．Jaxv註hir，　p．290；Akhbar　al・Hamqa，　p．51；∫uha：Farr海，　p．81；Nasreddin：Albert、Vesselskl，　Der　Hodscha　Nasred・
　d三鳳．vo玉．　II，、Veミmar，1911，　P．183ト｝㌧｛ot．　j　I875．　1　　（vo｝．王V，　P．玉58）
64＞cf．　Akhbar　al－gamq’d，　P．148；juhA：Farraj，　P．　106：Nasreddin：護雅棄訳荏7頁；HiR職Shaff訳n。．296（P．2◎5＞
65）　cf．　K．“｛ajma‘a｝．Amthal，　vol．玉，　pp，217－8；Akhbar　al・｛amq2，　p．41；　juha：Farra｝，　p．63；Kasreddln：護雅夫訊，15頁；｝llkmat
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66）　c£Akhbar　ai－Hamq註，　p．110；∫u賄：Farraj，　p，80；Nasreddin：護雅央訳，26～27頁；Hik！nat　Sharif訳，　no．280（p．195）；Mot，
　∫1941　（VQ監．　IV，　P，166）
67）　cf．　Akhbar　al・Hamqa，　p，171；Juha：Farraj，　p，93；Nasreddin：護雅夫訳，41～42頁；Hikmat　Sharif訳，　no．224　（p．139）；Mot，∫
　2711　（vo互．江V，　P．229）
68）　cf．　Akhbar　aE・Hamqa，　p．181；Juha二Farrait　p．　IOO：Nasreddin：護雅夫訳，26頁；Hikmat　Sharif訳，　no．384（p，251）；瓢ot．　J
　2199．4．　1　　（vo1．王V，　P．192）
69）　cf，　Akhbar　al・Ha組qa，　p．185；Juha：Farral，　p．90；Nasreddin：護雅夫訳，52頁；Hikmat　Sharif訳，　no，66（pp．45～　6）；AT
　1832Nゆ　（P．501），　Mot．」22ユ2．6　（vol．　IV，　P，193）
70）　第15話：A．Wesselskiの前掲書，　vol．　II，　p．181；第16誘：護雅夫訳，257頁；Hlkmat　Sharlf訳，　no．403（p．262）
71＞　c£K．al・Adhk玉yざ，　Beirut，4th　ed．，1980，　pp．69－70；Juh㌫Farraj，　pp．62－3；Nasreddin：Hikmat　Sharlf訳，　no，92　（pp．62－
　3）
72＞
73）
74）
75）
76）
77）
78）
79）
cf．　Nathr　ad・Durar；Ju臆：Farrd”j，　p，100；Nasreddin　：護雅夫訳，61頁；Hikmat　SharTf訳，　no．100（p．67）
cf．　K．　al－Adhkiy’a’．　p．84；Juha；Farr”a｝，　p．63；Nasred（昼n；護雅夫訳，38頁；H三kmat　Sharlf訳，　no，207　（p，125＞
cf．　K，　a1－Adhkiyd”’，　p．145；Juh’a：FarrAj，　p．69：Nasreddin：護雅夫訳，57頁；Hikmat　Sharif訳，　no．381　（pp，249－50）
S，Thoi叩son，　The　Folktale［荒木・石原訳，民間説話（上），281頁］
cf．　K．　Mttha’darat　al・Udabざwa・Muhadarat　ash・Shu’ara’wa一レトBulaghざ，　v◎1．1（註3参照），p．556；iuh「d：Farraj，　pp．65－6
c£K．al・Adhkiya，　p．74；∫uha：Farraj，　pp．101－2
cf．　K．’Uyan　aレAkhbar，　vo1，　II亙，　Cairo，1930，　p．277；Juha：Farraj，　p，73
cf．　K．　Muhadarat　aトUdabざwa・Muhadarat　asb・Shu‘ara｝wa・’！・Bぬgha’，　voL　I，　p，478；Juhti：Farraj，　pp，94－5；Nasreddin：護
　考髭夫言尺，　147頁；Hikmat　Sharif訳，　no．252　（PP．171－2）
80）　cf．　K．　al・Adhkiyざ，　pp．102－　3；Juha：Farraj，　p．104
81）　cf．　K．　al・Adhk1yざ，　pp．117－8；jtthdr：Farraj，　p．68；Nasrecldin：護雅夫訳，238－－239ee；Hik【nat　Sharlf訳，　no．193　（p，116）
82）　cf，　Jam‘al・Jawahir，　p．1621　Juhti；Farrnj，　pp．72－3；Nasreddin：護1雅夫訳，　96～97頁；Mkmat　Sharif訳，　no．24　（pp．17－
　8）；AT　1592　B　（p．459），　Met．∫1531．3　（vel、　IV，　p．122）
83）　cf．　K．　aトAdhklyぎ，　p．93；Juha：Farraj，　p，97；Nasreddin：護雅央訳，195頁；Hikmat　Sharif訳，　no．93　（pp．63－5）；Mot．　J
　l193．2　（vol．　IV，　P．90）
84＞Juhg：Farraj，　pp．89－90；Nasreddin；護雅夫訳，135頁；磁k蹟at　Sha撹訳，　no．　394（pp．　256－　7）；Mot，1〈1054（vol．　IV，　p、
　366）；cf．「裸の泥棒」（宇弁無愁，黛本の笑話，角潤書店，昭和52年，186－187頁）
85）　‘Abbas　Mahmgd　al－’AqqAd，　JuhaT　Cairo，1955，　pp．107－　8，124
86）　cf．　K．　at－Tatfil　wa・Hikfiytit　a　t－Tttfayliyrn　wa－Akhb“dr－hum　wa－Nawadir　Ka｝am・hum　wa・Ash践r・h撮n　（註27参照）p，59；Juh註：
　Farral，　p．78；　Nasreddln　：護雅夫訳，129頁；賑ikmat　Sharif訳，　no．257（pp．175－　6）
87）　cf．∫am‘al－Jawahir，　p．159；Juhfi：Farraj，　p．75；Nasreddin；護雅夫訳，136～137頁；Hikmat　Sharlf訳，　no．23　（p．17）；Mot．」
　1392．　1　　〈vo董．　IV，　P．　llO）
88）　cf．　K．　Akhbar　az－Z玉r証wa－’1－Mutamajinin，　rev．　Tahま‘Abd　ar・Ra’ttf　Sa’d，　Cairo，1978．　p．30；juha；Farraj，　p．78；Nasreddin：護
　琴髭づミ訳，　5G頁；Hik∬lat　Sharif訳，　ne．35　（p，24）；AT　l558　（pP．449－5G），Met．∫1561．3　（vol、　IV，　p．127）
89＞　cf．　Akhb“dr　al．1’lamqa，　p．142；Juh農：Farraj，　p．100；Nasreddin：護雅夫訳，52～53頁；Hikmat　Sharif訳，　no．304　（p．212）；cf．
　AT　1674’（p．474），Mot．　j　2175．ユ　（vol，　IV，　p．189）
90）cf．　K．　Akhbar　az・Ziraf　wa－’1・Mutam葡目魚p．56；juha：Farraj，　pp．　105－　6　；　Nasreddin：護雅夫訳，107～108頁；Hikmat　Sharlf
　訳，　no．74　（PP．49－50）；Mot．　J　1521．　1　　（vol，　IV，　P．120）
91）　‘Ubayd・i・Z”ak”dnl（1370年没）のRisala・i－D童lgushaや，　Jam・9α492年没）のBaharistanにもJuhaの笑話は登場する。倶し，
　イランではNasreddinの方が有名で，　rvfolla　NasreddTnとして知られている。
92）S．Thompsonは「こういった短い笑話は一一連の物語群の形をとる傾向があるのは，滑稽な事件がある人物に結びつくと，
　その後はその人物の軌道の中にすべての種類の笑話が，適，不適にかかわらず引き入れられてしまうからである。一人の主人
　公が抜霞のないたくらみで悪名高いかと思うと同じ入物が同時に愚かしい入物の典型として議られることがある。また卑狼な
　話もこの阿じ人物についてまわるといったことがよくあるのである。」と言っている（The　Foiktale慌木・石原訳，斑間説話
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　（」二），　33～34頁］）。
93）　‘Abd　al－｝｛amid　Yanis，　Mu‘jam　aE・Fttlklar，　Beirut，1984t　pp．106－　7
94）　由騰愚男，道化の宇宙，講談社，昭和60年，158頁
95）　‘A．YUnis，“Goha：ShakhsTya‘Alamiya”，　al・FunUn　ash・Sha‘biya，　III，　Cario，1969［Hasan　M．　El－Shamy．　Folktales　of　Egypt，　Chi－
　cago，　1980，　PP．219－201
96）　イエーメンではAhmad　al・Mu‘a　t　t　arl（？）の方が有名らしい。
97）プラトン，アリストテレスを始め，古来，笑いに関する善及は多いが，アラブ人も例外ではない。例えば，aE・Jahizは「け
　ちんぼども」の書において，アッラーの御言「笑わすのも泣かすのもこのお方。死なすのも生かすのもこのお方。」（53章43～
　44節〉は笑いが生，泣きが死に模されているのだと解釈する（ed．　Van　Vloten，　Cairo，1980，　p，7）が，笑いのコスモwジカル
　な意義を考えると興味深い．（cf．由口畠劣，道化の罠俗学，筑摩書房，昭和60年，59頁）。その他，　al－Kindl（873年没）などの，
　笑いに関する署及はF．Rosenthalの醗掲轡（註4参照），　pp．132－8（On　Laughter＞を見よ。
46
